


ガラスびんの魅力と知識

地球の砂から生まれたガラスびんには、
魅力がいっぱい詰まってる。

ガラスには
5000年の長い歴史がある
今から約5000年も前のものと思われるエジプトのお墓から、ガラス
を作る絵がみつかっています。ガラスには
とても長い歴史があり、ガラスびんも
その頃に誕生したと考えられて
います。

すぐれた密封性で
中身が長持ちする
ガラスびんは密封性が高く、空気を通さないため、中身の美味しさ
を長く保ちます。キャップの開閉も容易で、しっかり閉めることができ
るので、保存するのに最適です。

味なし においなしで
おいしさ・冷たさそのまま
ガラスびんには、味もにおいもまった
くありません。また中身のにおい
が移ることもありません。そのた
め、中身本来のおいしさが伝
わり、そのまま味わうことが
できます。さらに冷たさも伝
わります。

ガラスびんの主な原料は、けい砂・石灰石・ソーダ灰と、空きびんを
砕いたカレットです。主にソーダ石灰ガ
ラスで作られ、その主成分
は、地球の地殻の組成と
ほぼ同じです。100％天
然素材からできていま
す。だから、人にも地
球にもやさしく、安心し
て使うことができます。

透き通っているから
中身が見えて安心
ジャム、ジュース、お酒、薬など、いろいろなものに使えるガラスびん
は、透き通っているから、ひと目で中身の様子

を確認できて安心です。

安土桃山時代にオランダからびんを輸入して、香水や薬などを保存し
ていたという記録が残っていま
す。江戸時代には国産の酒びん
なども登場しますが、まだまだ
高級品でした。一般の人が使え
るようになったのは、明治時代
以降です。

100％天然素材だから
人にも地球にもやさしい

けい砂 ソーダ灰

石灰石

カレット

日本でびんが登場したのは
安土桃山時代
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ガラスびんは、容器としてたくさんの優れた特性がありますが、中身をしっかり守る密封性や保

存性に加え、地球上にある天然素材からできているため、人体にも安全で、環境にも優しい容

器です。ガラスの持つ質感から、高級感や重厚さも備えていますが、近年では、おしゃれな面で

も人気があり、ずっと昔から今日まで親しまれ、世界中の人 に々広く利用されています。

独自の存在感を
しっかりアピール！

角ばったびん、丸みのあるびん、模様が刻み込まれたびん、緑び
ん、茶びん、青びんなど、びんの形も色もいろいろで、個性をしっかり
アピールします。

３Ｒの時代に求められる
エコの優等生容器

工夫次第で
空きびんをいろいろ使える
使い終わった空きびんは、ペン立てなど工夫次
第でいろいろな用途に使うことができます。
かいわれ大根を育てることだってできます。

ガラスびんは、いろいろな魅力を兼
ね備えている反面、「ていねいに
扱わないと割れる」という短所もあ
ります。しかし近年では、「軽くて
丈夫な」びんも増えています。

ガラスびんの素材やデザインは、食卓に並ぶ料理や食器などに自
然になじみ、 毎日の暮らしに、心地よい彩りをそえてくれます。

毎日の暮らしを

心地よく彩る

ガラスびんのやさしい手ざわりや口
あたり、見た目の美しさ、そそぐ時のト
クトクという音まで、五感に伝わるいろ
いろな魅力が、おいしさを引き立て
てくれます。

ガラスびんは３Ｒ（リデュース・リユース・リサイクル）すべて
に対応する唯一の容器で、ごみの削減、省資源、
省エネルギーなどに役立っています。

重くて、割れることも
あるけれど・・・

ガラスびんが
おいしさを引き立てる
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※びん商…空きびん（主として、リターナブルびん）を回収したり、
洗浄する業者。全国びん商連合会がある。

江戸時代 量り売り
ガラスびんが流通する前は「通い徳利」が活躍
日本で一般にガラスびんが流通し始めたのは、明治になってか
らで、さらに本格的に普及し始めたのは大正後半からのこと。そ
れ以前は、「通い徳利」と呼ばれる陶器の徳利が、お店と客の間
を行き来していました。お店は客に徳利を
貸し出し、樽から酒を小分けするという量
り売りが普通で、当時、お金持ちは酒を樽
で買い、貧しい人はその日に飲む量を徳利
で買っていたことから、「貧乏徳利」とも呼
ばれたようです。徳利による量り売りは昭
和初期まで続きました。

日本のガラスびんは、昭和になっても、繰り返し使われるのが
一般的でしたが、1970年代にはライフスタイルの変化から、繰り
返して使われないびんが増え始めました。その頃からガラスび
んメーカーのリサイクルに対する意識
も高まり、日本製壜協会（日本ガラス
びん協会の前身）では、カレットの回
収ルートの拡大、カレットの受け入れ
基準の作成、カレット処理設備の標
準化など、リサイクルを積極的に推進
させる活動をスタートさせました。

明治の初め頃、舶来のワイン・リキュール・ブランデーなどが輸入さ
れるようになり、ガラスびんが日本に上陸。使い終わった空きび
んを買い集めて売る商売が生まれました。これがリユースの始ま
りで、びん商※の原点です。日本のガラスび
んの歴史は、繰り返し使うリターナブルびん
から始まったと言えますが、その後、国内で
もガラスびんの生産が始まり、1901年には一
升びんに入った清酒が登場。昭和初期以降、
一升びんが量産されるようになりました。

無色と茶色以外の「その他の色」として回収される空きびん
を、ガラスびんに再利用しようという試みから生まれたエコロ
ジーボトル。1990年頃、ワインや焼酎の輸入増加により、緑色の
空きびん在庫が増え、その解決策と
してエコロジーボトルが誕生しまし
た。カレットを使用することで、原料
や燃料エネルギーを節約できます。
現在、エコロジーボトルの定義は、

「原料投入時において、カレットを
90％以上使用した製品」を言います。

ガラスびんのエコ・ヒストリー

約5000年も前から存在したと言われるガラスびんですが、日本人の暮らしに浸透してきたのは、それほど古いことではありません。

明治時代に国内生産が始まり、大正時代には自動製びん機による大量生産も始まりました。環境への配慮が欠かせなくなってき

た今日、ガラスびんは3Ｒの推進で、環境負荷の軽減に貢献します。

“昔は量り売り、今は3Ｒ”ガラスびんは、時代のニーズに応えます。

2000年（平成12年）Ｒマークびん
規格を統一したＲマークびん登場

1956年の計量法の施行にともない、丸正マークのびんが登場
しました。このマークは計量法の基準に適合した特殊容器（あ
る高さまで中身を満たした時に正しい量が確保された透明ま
たは半透明の容器）に付けられるもので、一升びんやビールび
んや牛乳びんなどに付いています。また、日本ガラスびん協
会がJIS規格原案作成委員会の事務局となって検討を進め、
丸正びんとして要求される要件のうち、形状および
性能に関する技術上の基準および試験の方法を規
定した日本工業規格（JIS規格番号　JIS S 2350）
が、2011年（平成 23年）5月20日に制定されました。

日本酒造組合中央会が500ml の統一規格びんを企画する際
に、その旨を表示する目的でデザインされたのが R マーク。
日本ガラスびん協会が規格統一リターナブルびんと認定した
びんに、R マークを付けることができます。多くの団体にリタ
ーナブルびんとして使用してもらえる
ように、R マークびんのデザイン（設
計図）を開放しています。R マークの
表示により、空きびんが回収される
際に、リターナブルびんであることを
識別しやすくなりました。

1974年（昭和49年）リサイクル
びんメーカーがリサイクルの取り組みを開始

1956年（昭和31年）丸正
まるしょう

びん
計量法の基準に適合した丸正びんが登場

通い徳利：ボトルシアター
（館長 庄司太一氏）所蔵

一升びんとビールびん
エコロジーボトル

カレット

Rマークびん

使い終わった空きびんをリユースするようになる
1870年（明治3年）リターナブルびん 1991年（平成3年）エコロジーボトル

混色カレット100％利用のエコロジーボトル誕生

一升びんの丸正マーク

3



日本ガラスびん協会が、びんの軽量度合をレベル Ⅰからレベル
Ⅳの 4つに分類するL値※を導入。最も軽量度の大きいレベル
Ⅳ（L値 0.7未満）のびんが超軽量びん
と名付けられ、軽量化の象徴となる
シンボルマークもつくられました。超軽
量びんも強度維持は不可欠で、各ガラ
スびんメーカーでは、びん・金型の設計
技術、成形技術、検査技術を駆使し
て、品質の維持向上に努めています。

2003年（平成15年）リサイクルのための 識別表示
リサイクルのための識別を、点字とカタカナで表示
ユニバーサルデザインの考え方が広がる社会環境の中、日本
ガラスびん協会では、ガイドライン「リサイクルのための識別表
示」を策定。無色・茶色・その他の色の3色分別に対応し、それ
ぞれの色をカタカナと点字の触覚記号を併用して、びんの底部
または裾部に刻印することで示しています。

2001〜2003年（平成13〜15年）エコマーク
ガラスびんのエコマーク認定基準を制定
第三者機関（公財）日本環境協会が認定する「タイプⅠ環境ラベ
ル」エコマークの対象となるガラスびんは、①軽量びん（L値が
0.7未満）、②リターナブルびん（平均 5回以上使用）、③カレット
多利用びん（市中カレットを無色 65％以上、茶色 65％以上、その
他色70％以上使用）となっており、その信頼性と公平性から、グ
リーン購入の際の目安にもなっています。

従来、化粧品びんの中には、耐熱素材や乳白色素材のびんがあ
り、ソーダ石灰素材のびんだけを取り出して、リサイクルするのが
困難でした。そのため、多くが不燃ごみとして回収されていまし
たが、化粧品業界の努力により、
現在ではソーダ石灰素材へと変
更され、乳白色のびんを除いて、
資源としてリサイクルすることが可
能になりました。

1997年（平成9年）容器包装リサイクル法
各主体のリサイクルの役割が明確化される
ごみの減量化と資源の有効利用を目的に、容器包装リサイ
クル法が施行され、消費者・市区町村・事業者の役割が定め
られました。ガラスびんでは、消費者は排出ルールを守
る、市区町村は分別収集する際に「無色・茶色・その他の
色」の 3色に区分すること、事業者（びんの製造事業者や中
身の販売事業者）は、自らまたは
(公財)日本容器包装リサイクル協
会に委託してリサイクルすること
が義務づけられています。

2004 年からは、産業構造審議会及び中央環境審議会におい
て見直し審議が始まり、2006 年 6 月改正容器包装リサイク
ル法が成立・公布され、2006 年から 2008 年にかけて施行さ
れました。2005 年には、容器包装３Ｒを推進する 8 素材団
体が、「容器包装リサイクル法への提言」を公表。8 団体に
よる３Ｒ推進団体連合が結成され、2004 年実績を基に、2010
年度を目標年次とした「事業者による３Ｒ推進に向けた自
主行動計画」、2015 年を目標年次とした「容器包装３Ｒの
ための第二次自主行動計画」、さらに 2020 年を目標年次と
した「容器包装３Ｒ推進のための（第三次）自主行動計画
2020（2016～2020 年度）」を策定・公表し、事業者による容器
包装３Ｒの推進と消費者やＮＰＯ、各自治体などの各主体
間との相互理解と連携を深めることを目指しています。容
器包装リサイクル法は、2013 年から再び見直しに向けて、
産業構造審議会及び中央環境審議会において合同会合が
開始され、2016 年 5 月報告書が取りまとめられました。

容器包装に係る分別収集および再資源化の促進等に関する法律

参考文献：「暮らしの中のガラスびん びんからのぞいた生活誌」GK道具学研究所（東洋ガラス株式会社）、「びんの話」山本孝造（日本能率協会）、
「一本のあきびんから リサイクリング事始」山村徳太郎（日本経済新聞社）、「gob」日本ガラスびん協会広報誌

2008年（平成20年）化粧品びんリサイクル
化粧品びんのリサイクルが本格化

2000年（平成12年）超軽量びん
最も軽量度が大きいびんを超軽量びんと定義

※L値…8ページに詳細説明があります。

超軽量びん

ソーダ石灰素材の化粧品びん

■ガラスびんに関するエコマーク

／無色 ／茶色 ／その他
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びんの色別排出、びん一括
排出・他の容器と混合排出
など、びんの排出方式は、自
治体によりさまざまです。

家庭から排出された空きびんは、各自治体により分別収集され、カレット工場でガラスびんの原料に加工されます。ガラスびん

工場では、けい砂・石灰石・ソーダ灰に、空きびんを細かく砕いたカレットを混ぜて、溶解窯で溶かし、製びん機で成形して

ガラスびんを生産。そのびんに再び中身が詰められ、商品としてお店に並びます。これが「びん toびん」のリサイクルの流れです。

使い終わった空きびんは、びんの原料に加工され、再びガラスびんになります。

ガラスびんの生産工程

カレット工場
空きびんを細かく砕いて、ガラス
びんの原料になるカレットに加
工します。工場によりカレットを
水で洗う方式とそのままで加
工する方式がありますが、いず
れも徹底した品質管理で異物
を除去しています。

ガラスびん工場

①破砕
空きびんを細かくガラス
片に砕く

②ラベル剥離
ガラス片に付いているラ
ベルを剥がす

③水洗い
ガラス片に付いている汚れを
洗浄

印刷
びんの表面にガラスと同じ成
分のインキを刷り、約 600℃の
温度で焼き付けます。

コーティング
ガラスびんメーカー独自のコー
ティング技術で、いろいろな色を
つけたり強度を増したりします。

シュリンクラベル
シュリンクラベルをすること
で、デザイン性、遮光性、耐衝撃
性を高めることができます。

②溶解
調合された原料は溶解窯の中へ投入され
約1500℃の高温で溶解して、ガラスを作
ります。

①原料・調合
けい砂・石灰石・ソーダ灰などの天然
素材とカレットを、ミキサーで均一な
状態になるまで混ぜ合わせます。

●加工
ガラスびんは、得意先の
要望に応じて、印刷や着
色コーティング、シュリンク
ラベルを装着する場合が
あります。

③ゴブ（ガラスの塊）
溶かしたガラスから、びんを作るのに必要な量
だけ切り取り、製びん機に送ります。その塊を
ゴブと言います。

家庭

けい砂 ソーダ灰

石灰石

カレット
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各自治体により収集された空
きびんは、資源化センターで選
別作業や異物の除去が行わ
れ、色別に保管されます。

資源化センター

びん詰め工場

ストックヤード選別作業

④磁気選別
磁気によりキャップ
や鉄類を除去

⑤風力選別
風力で紙片やビニー
ルを除去

⑥手選別
人がチェックして異
物を除去

⑦金属選別
細かい金属類を探知
機で除去

⑧完成
ガラスびんの原料として
利用可能

④成形
ゴブを金型に入れてびんの形にしま
す。いつ・どこでつくられたのか、
びんの底にマークがつきます。

⑤徐冷
熱を持っている成形直後のガラスびん
を急に冷やすと割れやすいため、徐冷
炉で少しずつ冷やしていきます。

⑥検査
確かな品質のガラスびんを送り出す
ために、強度や傷を高精度の検査
機や人の目で厳しくチェックします。

⑦梱包・保管・出荷
検査や加工が終わったびんは、出
荷先に合わせた形態で梱包され
て、びん詰め工場へ運ばれます。

お店 家庭
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ごみを減らして地球環境を守るために必要なこと、それは、今まで「ごみ」として捨ててしまっていたものを、これからは「資源」として

使っていくことです。つまり「使い捨ての社会」から「循環型の社会」へ変わっていかなければなりません。３Ｒ（スリーアール）は、循環

型の社会を構築するためのキーワードで、３Ｒを実践できる容器はガラスびんだけです。

３Ｒは、ごみを減らして循環型の社会を構築するためのキーワードです。

●３Ｒ（リデュース・リユース・リサイクル）

家庭ごみの約半分（容積比）が
容器包装廃棄物
国内における排出量は 1985年前後から急激に増加しまし
たが、2000年をピークに継続的に減少してきました。容器
包装廃棄物についても、レジ袋の廃止や有料化、エコバッ
ク・マイボトルの推奨などにより減少傾向にありますが、そ
の割合はまだ家庭ごみの半分以上を占めており、３Ｒ(リ
デュース・リユース・リサイクル）の推進が強く求められてい
ます。 出典：環境省「容器廃棄物の使用・排出実態調査」

ガラス類
2.1％

プラスチック類
38.1％

紙類
10.7％

金属類
3.8％

その他
0.0％

容器包装以外
45.3％

容器包装
54.7％

ごみも資源も、もとから減らす
ものを作る原料を節約すること、で
きるだけ包み紙などを減らすこと、
壊れにくく長く使える製品を選ぶこ
となどが求められています。

できる限り繰り返し使う
繰り返し使える容器を使うこと、い
らなくなったものを人に譲ること、
リユースショップを利用することな
どが求められています。

資源として再び利用する
資源を分別してリサイクルしやすく
すること、再生紙ノートなどリサイ
クルされた製品を選ぶことなどが求
められます。

発生抑制

洗って繰り返し使う

厚みを薄くして
軽くする

細かく砕いて
原料にする

再使用 再資源化
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3Ｒの中で最優先されるリデュースとは、ものを作る時に原料を減らして資源を節約することですが、ガラスびんは最新技術により厚

みを薄くし、軽量化することで、リデュースを進めています。びんのリデュースは、原料の節約だけでなく、原料を溶かすためのエネルギ

ーの節約、燃料やＣＯ２の排出量の削減にもつながり、さらに軽くなった分、輸送効率も向上するなど、環境負荷を軽減しています。

ガラスびんは厚みを薄くし、軽くすることで、環境負荷も軽くしています。

製びん技術の向上で、さらに軽いびんが実現！
50％以上軽くなったガラスびんも登場
ガラスびんの軽量化は、びんの厚みを薄くするだけでなく、安全にご
使用いただくために、強度の維持は不可欠です。そのために、ガラス
びんメーカーは、原料の大半を占めるカレット中の異物の除去や泡
の低減化などにより品質の良いガラスを作る溶解技術、適正なガ
ラスの厚みやびんの形状を解析することにより裏付けられた高い
設計技術、ゴブ形状の最適化やびんの表面処理などにより安定し
て高品質のびんを作る成形技術、欠点びんを確実に排除する検査
技術など、ガラスびんの製造工程における全ての技術を向上させ
ることにより、薄くて軽いガラスびんが生産され、50％以上も軽くな
ったびんも登場しています。また、ユニバーサルデザインの考え方のも
と、持ちやすさと使いやすさを追求したびんの開発も進んでいます。

びんの表面をコーティングすることで、
傷がつきにくく、割れにくくなり、リユースに対応 軽くて持ちやすいびんも登場しています。

ガラスびんの軽量化で、傷や割れからびんを守るために重要になる
のがコーティングの技術です。とくに、洗って何度も繰り返し使われ
る牛乳びんは、洗浄ラインや充填ラインで、びん同士が接触した際の
衝撃を和らげるために、表面に樹脂コーティングをしています。近年
は、さらなる軽量化を追及する中で、非常に薄い一層コーティングの
技術が開発され、すり傷はほとんどな
く、びんの強度も変わらないことが確か
められています。また、コーティング材
は、環境ホルモンなどについて、安全
性が確認されており、人体に影響があ
りません。

世界トップレベルの軽量化を実現した超軽量びんも生産されています。
ガラスびんのリデュースが進む中、一層軽量化された超軽
量びんも生産されています。超軽量びんとは、日本ガラス
びん協会が定義した軽量度指数L値が0.7未満のびんのこ
とで、世界でも最高水準の軽さです。また、この超軽量び
んでも、規格を統一したRマークびんが生産されており、リ
デュースとリユースを兼ね備えたびんとして活躍しています。

ガラスびんのリデュース

L値＝0.４４×ガラスびん質量（g）÷満量容量(ml)0.77

焼酎 ジュース インスタント
コーヒー

調味料 ジャム 牛乳

※ガラスびん3R促進協議会資料

ジャムびん 牛乳びん

軽量化により、どなたにも持ちやすくなります。 実際に、人間工学的
に握りやすい太さとデザインで、共用品（注）として活躍が期待されてい
る軽量びんもあります。

（注）共用品とは？
財団法人 共用品推進機構は、共用品の条件として「身体的な障
害、機能低下のある人も、ない人も共に使いやすくなっているも
の」などを提示しています。［出典：日本ガラスびん協会］

出典：日本ガラスびん協会

●主な軽量びん
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■ガラスびんの軽量化事例
びんの種類　　　　　　　　　　　　従来→軽量化後　　　     軽量化実績

ビール633ml　　　　　　　 605g→475g　　　  130g（21%）
ビール500ml　　　　　　　 470g→380g　　　   90g（19%）
酒類720ml　　　　　　　    540g→400g　　　  140g（26%）
ワイン720ml　　　　　　　 324g→284g　　　　40g（12%）
牛乳200ml　　　　　　　　 244g→122g　　　  122g（50%）
ジャム300  　　　 173g→112g　　　　 61g（35%）
調味料900ml　　　　　　　 530g→305g　　　  225g（42%）
食酢500ml　　　　　　　    230g→169g 61g（27%）
インスタントコーヒー90g　　　  297g→237g　　　 60g（20%）
ドリンク剤100ml  　　　 120g→ 98g　　　 22g （18%）



http://www.returnable-navi.com

ガラスびんには、100 年以上も前からリユースの仕組みがあり、ビールびん、一升びん、牛乳びんなどが、リターナブルびんと

して繰り返し使われてきました。消費者のライフスタイルや流通の変化で、繰り返し使えない容器が増えていますが、リターナ

ブルびんは、環境にやさしい容器として、その長所が見直されています。

リターナブルびんは、環境に最もやさしい容器として、見直されています。

リターナブルびんは、空きびんの回収率アップがポイント
古くなったびんは、カレットに加工されて再利用
リターナブルびんは、回収後、きれいに洗浄され、再び中身を詰めて
商品化され、ガラスびんのまま再使用（リユース）されるのでごみに
ならず、原料や生産エネルギーの節約にもなるので、環境に優しい
容器として注目されています。それにはリターナブルびんの回収率
をアップすることがポイントです。回収率が 10%上ると、環境負荷は
約 8%減るという結果や、ビールびんは約 20回繰り返し使うと、CO2

の排出量は、1回しか使わなかった場合の約 6分の1になるというデー
タもあります。きちんと回収され、繰り返し使われることで、リター
ナブルびんの持つ環境への優位性が発揮でき、古くなり使用できな
いびんも、新しいびんの原料やその他の用途に再利用されます。

2011年 9月29日には、びんリユース活動情報を共有化の上、関係主
体の連携を促進し、推進体制強化を図るため、びんリユース活動
を推進・支援していく「びんリユース推進全国協議会」が設立され
ました。リユース活動を推進するためのセンター機能の役割を担
い、各地域での活動を具体的に支援し、また、国・地方自治体・関
係団体との窓口となりながら連携を促進し、「地産地消」、「環境
負荷低減」、「循環型社会形成」、「経済合理性」を柱とした新たな
「リユースモデルの構築」と段階的拡大を目指しています。

リターナブルびんの返却は、買ったところへ戻す
一部の自治体でリターナブルびんの回収選別を実施
リターナブルびんが、繰り返して使われるためには、きちんと返却され
ることが大切です。市民生協や宅配牛乳のように、商品配達時に空き
びんを回収しているところもありますが、買ったところに戻すことが基本
です。ビールびんは、空きびんを販売店に戻すと保証金が返ってくる   

「容器保証制度」があり、これにより、ほぼ100％近くが回収され、再使用
されますが、一部の自治
体では、空きびんの品質
を維持した状態で回収
し、その中からリターナ
ブルびんを選別し、再
使用につなげているケ
ースもあります。

リターナブルびんに関するさまざまな情報を、ポータルサイトで公開しています。
当促進協議会では、事業者が行っているリターナブルびん
の取り組みを「見える化」し、リユースに熱心に取り組んで
いる消費者団体などに、有効な情報源となることを目指
し、リターナブルびんに関するさまざまな情報を、ポータ
ルサイトで公開しています。その内容は、各事業者が扱って
いるリターナブルびんを使用した商品の紹介を始め、ＮＰ
Ｏ他の団体や事業者の取り組み事例、数値データなどを
掲載して、順次、更新しています。

ガラスびんのリユース

■CO2排出量比較（回転数シミュレーション）

※ガラスびん3R促進協議会資料

お酒 ビール 焼酎 お酒 牛乳　サイダー

びんリユース推進全国協議会発足

●主なリターナブルびん

資源化センターにおける
選別作業

びん商の回収
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ガラスびんのリユースの現場では・・・

使い終わったリターナブルびんは、販売店などに戻されるか、または自治体の分別収集で他のびんと一緒に回収され資源化セン

ターで選別される場合があります。いずれにしても、リターナブルびんの回収や洗浄において、循環するシステムを支えているのがび

ん商です。現在、従来からあるリユースシステムを維持し、さらに新たなシステムを構築していくことが強く求められています。

リユースシステムの維持と新たなシステムの構築が強く求められています。

●ガラスびんの洗浄
中身を使い終わったリターナブ
ルびんは、洗びん工場に運ば
れ、特別な洗剤を使った洗びん
機により、きれいに洗浄されま
す。洗びん機の中では段階的に
温度が違う水で洗浄し、内容物
やラベル等が取り除かれ、新品
同様のびんになります。

●ガラスびんの検査
 洗びん工場の検査工程では、まず
回収されたびんにきずや口欠け
が無いか、人の目によりチェックし
ます。さらに洗浄後に、汚れ、きず
やひび割れなどを、検査機や人の
目で厳しくチェックして、出荷用ケ
ースに詰められます。

リターナブルびんは洗って使うコップと同じ。
安心して使ってもらうためにしっかり洗浄しています！
リターナブルびんを新しいびんと同じように、安心して使ってもら
うために、洗びん工場では、しっかり洗浄しています。ときには、洗
びん機で取れないラベルを手作業で１本ずつ剥がしたり、びん
の中に入ったごみを取り除いたりすることもあります。

お願いします！リターナブルびんを戻すときには、
びんの中にごみを入れないようにしてください！

市区町村

洗びん工場の作業員
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ガラスびんは、リサイクルの際に素材の品質劣化が少ないのが特長で、
高度な水平リサイクル（びんtoびん）で、何度でも、新しいびんを作ること
ができます。さらに、一般に全ガラス量に対するカレットの使用比率を
10%増加させると、ガラス溶解に必要なエネルギーを約2.5%省エネ
することができます。この溶解エネルギーの削減により、地球温暖化
の原因とされるCO2排出量を削減できます。また、原料であるソーダ
灰や石灰石は、溶解時にCO2が発生するため、カレットを増量するこ
とにより、その分のCO2排出量も削減することができます。

良いびんを作るために、良質なカレットが不可欠
そのためにも分別収集と選別作業が求められる

ガラスびんのリサイクル

使い終わったガラスびんは、カレット工場で細かく砕かれて、新しいガラスびんの原料やその他の用途に再利用されます。空きびん

を砕いて作るカレットを、新しいびんの原料として利用することにより、大切な天然資源を節約でき、さらに原料を溶かす時間が短

縮され、省エネルギーにもなります。

空きびんを、びんの原料などに再利用することで、環境負荷を大幅に軽減できます。

現在、ガラスびんは原料に多くのカレットを使用しています(平均
すると75％）が、びんの品質は原料となるカレットの品質に大きく
影響されます。カレットの中に、異物（アルミキャップなどの金
属、プラスチック、陶磁器、食器、耐熱ガラスなど)が混入すると、び
んの品質や生産性が低下します。そのため、空きびんを収集する自
治体には、省令で異物が混入しない分別収集と精度の高い選別作
業が求められています。

高度な「びん to びん」のリサイクルにより、
省エネ効果を発揮して CO2排出量を削減

高品質のカレットを生産するために、
異物除去を徹底しています
ガラスびんメーカーは、高品質なびんを生産するために、良質なカレッ
トを必要としており、カレットを受け入れる際の品質基準を設定して
います。カレット工場ではその基準に対応し、良質なカレットを生産す
るために、磁力選別機・風力選別機・金属探知器などの装置に加え、ラベ
ル剥離装置・アルミ除去装置・陶磁器除去装置などの高性能選別機を
導入し、最後は人の手によって異物の除去に取り組んでいます。また
カレット商※の中には、「カレットの品質は川上から」という考えの下、地
域住民や自治体の協力を求めるため、空きびんの排出方法や収集方法
についての啓発運動を積極的に実施しているところもあります。

“その他の色のカレット”も、
いろいろな用途に利用されています。
無色と茶色以外のカレットは、びん以外にも住宅用断熱材、タイ
ル、舗装道路やガラス工芸品などに、幅広く利用されています。

陶磁器、耐熱ガラス等を除去する装置

カラー舗装 住宅用断熱材
ガラス工芸品

陶磁器、石、金属等を除去する装置

色選別された回収コンテナ 資源化センターでの色選別

市民による分別

ラベルや汚れを除去する装置

陶磁器、耐熱ガラスを除去する装置※カレット商…自治体などから回収した空きびんをカレットに加工する業者。
日本びんカレットリサイクル協会がある。
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※自治体により排出方法は異なります。

ガラスびんのリサイクルの現場では・・・

家庭から排出された空きびんは、自治体により収集され資源化センターで色別に分けられた後、カレット工場でガラスびんの原料に加工

されます。そのカレットを利用して、ガラスびん工場では新しいガラスびんを生産します。びんからびんへ、きちんと循環することで、ごみに

ならずに何度でも甦ることができます。また古くなったリターナブルびんも細かく砕かれ、ガラスびんの原料として再利用されています。

「びんtoびん」のリサイクルで、何度でも新しいびんに甦ります。

●ガラスびんの分別
家庭から排出された空きびん
は、自治体の資源化センターに
集められて、びんを色別に選別
して、混入された異物が取り除
かれます。選別されたびんは、
カレット商に引き取られます。

●カレットの生産
色分別された空きびんは、カレッ
ト工場に運ばれて、細かく砕か
れ、びんの原料に加工。磁力や風
力を利用した機械でキャップやラ
ベルなどを除去し、さらに高性能
機器や人の手により、陶磁器類や
金属が取り除かれています。

ガラスびんの品質を守るために
原料となるカレットの品質を徹底的に追求しています！
ガラスびんの品質は、原料であるカレットの品質に大きく影
響されます。そのため、カレット工場では機械や人の手によ
り徹底的に異物を取り除いています。しかし、細かく割れた
耐熱ガラスなど、除去するのが難しい異物もあります。

お願いします！びんをリサイクルに出すときには、
びん以外のものは混ぜないでください！

原料とカレットなどを使ってガラスびんを生産します。

市区町村

カレット工場の作業員
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空きびんの排出ルール

容器包装リサイクル法でも説明されているように、消費者の具体的な役割は、排出のルールを守り、分別排出に協力することになっ

ています。空きびん排出の基本ルールは同じで、「空きびんの出し方」と「空きびんに混ぜてはいけないもの」を市民(消費者)に正しく

理解してもらい、リサイクルに協力してもらうことが重要なポイントです。

ガラスびんリサイクルには、消費者の協力が欠かせません。

[守って欲しい排出時のルール]

①キャップを取る ②中をサッとゆすぐ

③空きびん以外のものを混ぜない

キャップが付いたままだと、
リサイクルのジャマになります。

中身が残っていると不衛生。
ゆすぐと、リサイクルしやすくなります。

ガラスびんリサイクルで利用できない異物

耐熱ガラスや陶磁器などが混ざってしまうと
欠陥びんの原因になります。

※ラベルは、剥がさなくても結構です。

照明・建材用ガラス キャップ 薬品びん

茶碗・湯のみ・皿・鉢やコーヒーカップなどの
陶磁器類や陶磁器と似ている乳白色ガラ
スは、混ぜないでください。

耐熱ガラス製の調理器・食器・哺乳びん
は、ガラスびんと成分が異なります。

クリスタルガラス製のコップ・ボール・皿・
花びん・灰皿は、ガラスびんと成分が異
なります。

いろいろな種類の電球類、蛍光灯や板ガ
ラスは、ガラスびんと成分が異なります。

金属キャップ・アルミキャップ・プラスチッ
ク製の外キャップやコルク栓は、取り除
いてください。

農薬や劇薬などが入っていたびんは、リサ
イクルする際、有毒なガスを発生すること
があり危険です。
※飲み薬や塗り薬のびんは、リサイクルできます。

陶磁器耐熱ガラス ガラス食器

欠陥びん 欠陥びん

※分別排出は、お住まいの自治体のルールに従ってください。
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※びんの口に付いている中栓は、
無理に取らないで、そのまま出してください。
手で外せないキャップは、無理に取らなくても
結構です。



ステーションへの空きびんの排出方法は、びんを色別で出したり、他の容器と一緒に出したり、地域によって異なります。各

自治体では住民に対して、広報誌やウェブサイトなどにおいて、空きびんの排出方法や排出日や時間を告知していますので、

確認することが大切です。

各自治体により、空きびんのステーションへの排出方法が異なります。

空きびんの排出方法例

使用後のリターナブルびんは販売店に戻すのが原則。
分別収集で回収している自治体もあります。
使い終わったリターナブルびんは、繰り返し使うために循環の流
れに戻すことが大切です。酒販店など商品を買ったお店に戻す
ことが原則ですが、それ以外にも、回収に来てくれる販売店や自
治体の回収で戻せる場合もあります。お店に戻す際も、「異物を
除いて、中をサッとゆすいで、空きびん以外は混ぜない」ことが大
切です。

ガラスびんを分別収集する際に出る残さを極力減らすために、
自治体への個別アプローチやウェブサイトなどによる啓発を実施しています。
当協議会では、毎年、環境省のデータに基づき、市区町村における住民1人あたりのガラスびん
年間再商品化量を調査し、ウェブサイトで公表していますが、その数値が自治体によって大きな
差異があり、ガラスびんの収集・選別方法が大きく影響していることが明らかになっています。そ
こで、当協議会では、再商品化量が少ない自治体に対して個別にアプローチを重ね、収集方法
の改善と再商品化量の拡大、最終処分となる残さの削減、高度な「びんtoびん」のリサイクルの
向上に取り組んでいます。また、分別収集されるガラスびんの品質向上を目指して取り組んでい
る自治体については、その事例を取材して、ウェブサイトや広報誌により紹介しています。

リユースやリサイクルされないびんは、
大型トラック約 3万 6千台分（年間）もあります。
すべてのガラスびんがリユースやリサイクルされて循環すること
が理想ですが、残念ながら途中で捨てられてしまうびんもありま
す。その量は年間約 40万トン。なんと大型トラック約 3万 6千台
分にもなります。これは、社会全体でなんとかしなければなら
ない問題です。

●びんの色別排出
無色・茶色・その他の色など、色別にコン
テナなどに分けて出します。

●びんの一括排出
どの色のびんもすべていっしょに出して、
資源化センターで色別に分けます。

●他の資源物と混合排出
缶や PET ボトルなどといっしょに出し
て、資源化センターでまずびんを分け
て、その後びんを色別に分けます。

▲色別に排出している事例

▲色別に収集している特殊改造車の事例
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